桃色 や 水色の 薄 もの を 着て、 茂った 樹 かげの 

村に 暮 している 様子 を 想像して 下さい。 

女の子が、 スバシ 二 (麗 わしく 物 云う 人) と 云う 名 

を 与えられた 時、 誰が、 彼女の 啞な こと を 思い当る こ 

とが 出来ましょう。 彼女の 二人の 姉 は、 スケシ 二 (美 

しい 捲 毛の 人) ス ハス 二 (愛らしく 微笑む もの) と 云 

う 名でした。 お 揃に する 為、 父親 は 一 番 末の 娘に も、 

スバシ 二と 云う 名 をつ けたので した。 彼女 は、 其 をち 

ぢ めて スバ ー と 呼ばれて いました。 

二人の 姉 達 は、 世間 並の 費用と 面倒と で、 もう 結婚 



去ります。 沈んで ゆく 月の ように 凝つ と 一 つと ころに 

かかったり、 又は、 迅ぃ 閃く 稲妻の ように、 空 II 眼 

全体 を 照したり。 生れ 落る とから、 唇の 戦き ほか 言葉 

を 持たずに 来た もの は、 表し 方に 限りが なく、 海の よ 

うに 深く、 曙、 黄昏が 光り や 影 を 写す 天の ように 澄ん 

だ 眼の 言語 をなら いました。 啞は、 自然が 持って いる 

ような、 寂しい 壮麗 さ を 持って いるので す。 其 故、 他 

の 子供達 は、 スバ— を こわがる 位でした。 決して 彼女 

と は 遊びませんでした。 彼女 は、 丁度 人が 暑さに 恐れ 

て 皆 家へ 入って いる インドの 真昼 間の ように、 静かで 

独りぼっちな のでした。 



いました。 一 体、 のら くら 者と 云う もの は、 家の 者 か 

ら こそ 嫌がられます けれども、 他処の 人々 は、 誰に で 

も 大抵 気に入られ ると 云う 得 を 持って います。 彼等 を 

繫 いで 置く 職務 等と 云う ものがない ので、 彼等 は、 皆 

の ものになります。 丁度、 どの 町に も、 人々 が 皆 行つ 

て 休息 出来る 広場がなくて はならない ように、 一 つの 

村に は、 二人 か 三人、 誰に でも 相手をして いられる 暇 

人が 必要です。 そう 云う 人 さえ いれば、 私共が 暇で 友 

達で も 欲しく なれば、 雑作 もな く 得られます。 

プ ラタ プ の 何よ り の 大望と 云う の は、 魚 を 捕え る ザ J 

とでした。 彼は此 為に は 沢山の 時間 を 無駄に つぶし、 



殆ど 毎日、 昼から 釣 をして いる 姿の 見えぬ 事 はあり ま 

せん。 彼が スバ— に 一 番 ちょくちょく 会った の も 斯う 

やって 釣 をす る 時でした。 何 をす るに でも、 プ ラタ プ 

は 仲間の あるの が 好きでした。 釣 をして いる 時には、 

口 を 利かない 友達に 越した ものはありません。 プ ラタ 

プは、 スバ— が 黙って いるので、 大事に しました。 そ 

して、 皆 は 彼女 を スバ— と 呼ぶ 代りに、 自分 丈 はスと 

呼んで、 親しい 心 持 を 表した 積り でいた のです。 

スバ ー は、 いつでも タマ リンド (熱帯 地方に 生える 

木で、 黄色い 花が 咲き、 印度人 は、 その 花や 葉 を 食べ 

ます) の 下に 坐る のがき まりでした。 プ ラタ プは 少し 
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離れて、 釣糸 を 垂れる。 彼 は 檳榔子 を 少し 持って来 ま 

した。 スバ— が、 それ を嚙 める ように してやる (印度 

人 は、 ビン 口 ウジと 云う 木の実 を、 しなの 木の 皮と 一 

緒に、 チュ —インガム でも 嚙 むように、 嚙む 習慣 を 持つ 

て います。) 

そう やって 長い こと 坐り、 釣の 有様 を 見て いる 時、 

彼女 は、 どんなに か、 プ ラタ プの素 晴らしい 手伝い、 

真個の 助けと なって、 自分が 此 世に 只 厄介な 荷物で は 

な いこと を 証拠 だてた く 思 つ たでしょう！ けれども、 

何もす る ことはありませんでした。 其処で、 彼女 は 仕 

方な く 天地 をお 創り になった 神に 向い、 どうか、 此世 



にない 程の 力 を 授けて 下さる ように、 驚くべき 奇蹟で、 

プ ラタ プに 

「や！ 此が お前に 出来ようと は 思わなかった""」 

と、 喫驚、 叫ばせて やる ことが 出来ます ように、 と 祈 

るので した。 

ああ、 考えても 御覧なさい。 若し スバ— が 水の ニム 

フ であったなら、 彼女 は、 蛇の 冠に ついている 宝玉 を 

はとば 

持って 埠頭へ と、 静かに 川から 現れた でしよう に、 そ 

うなる と、 プ ラタ プは 詰らない 釣な ど は 止めて しまい、 

水の 世界へ 泳ぎ 入って、 銀の 御殿の 黄金 作りの 寝台の 

上に、 誰あろう、 この 小さい 啞 のス、 バニ カン タの娘 
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